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Abstract： Nine species comprising of seven gobiid genera are newly recorded on the basis of 25 specimens from
Tosa Bay： Trimma okinawae， Eviota albolineata， Oxyurichthys saru， O． sp．， Hetereleotris Poecila， Bathygobius
Jzongkongensis， B． laddi， CryPtocentrus shigensis and Myersina sp． Descriptions for the two imperfectly known
species， O， saru and C， shigensis， are given in some detai1． H． Poecila represents the northernmost record for the
species． Two undescribed species， Oxyurich吻s sp． and萌ノersina sp． are五rst reported based on four specimens and
a single specimen， respectively．
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 ハゼ科は，熱帯から温帯の浅海域を中心とした多様な環境に生息する小型のスズキ目魚類
で，世界で約212属1875種が（Nelson，1994），日本で96属365種が知られる（Akihito et al．，
2002）．現時点においても，各海域での魚類相調査や分類学的研究の進行にともない，多数の
新種が記載され続けている．
 高知県に生息するハゼ科に関する最初のまとまった研究は，Kamohara（1964）による高知
県産魚類目録の中で扱われた46種である．最近の研究では，土佐湾の水深100m以深から記録
された魚類リスト中に2種が含まれ（Shinohara et al．，2001），また， SCUBA潜水による土佐
清水市以布利周辺の魚類相調査で23種が観察されている（平田ほか，2001）．土佐湾以外で
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は，高知県西南端の柏島周辺から70種（平田ほか，1996）が，高知県内河川の淡水および汽
水域から46種（岡村・高橋，2002）がそれぞれ記録された．しかしながら，土佐湾沿岸の浅
海域に分布する本科魚類の分類学的研究は，これまで十分野行われていない．
 著者らは，土佐湾産ハゼ科魚類の分類学的研究を進めるうち，土佐湾で未記録の本科標本
をBSKU標本コレクション中に見出し，また，新たに採集したので，それら9種について報告
する．標本は，沿岸での釣り，小型底曳き網漁船の漁獲物調査，調査船「豊旗丸」（高知大学
海洋生物教育研究センター）によるビームトロール，「こたか丸」（中央水産研究所黒潮研究
部）によるオッタートロール，岩礁性海岸やサンゴ群落でのスノーケリングとSCUBA潜水に
よる手網での採集により得られた．標本の採集地点をFig．1に示す．
 計数および計測方法はHubbs and Lagler（1964），明仁親王（1988）およびShibukawa and
Suzuki（2002）に従った．尾鰭の鰭条，担鰭骨，脊椎骨，および上尾骨の計数には軟x線写真
を用いた．SLは標準体長， TR
は第2背鰭起部から下後方へ
の横列正数，TRFは轡鰭起部
から上前方への横列鱗数，
TRBは陽報起部から上後方へ
の横列鱗数を示す．頭部感覚
器官，雌雄，鱗および歯の計
数は1％サイアニンブルー溶液
による染色を施して行った．
背鰭担鰭骨と脊椎骨の関係
（P－V）および頭部感覚器官
の表記方法19明仁親王（1988）
に従った．
 BLIH（生物学御研究所魚
類資料）以外の機関名称の略
号はLeviton et al． （1985） に
従った，
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Fig． 1． A map showing sampling locations along the coast of
Tosa Bay．
Trimma okinawae （Aoyagi， 1949）
      （Fig． 2）
    オキナワベニハゼ
記載標本 2個体．BSKU 61957，雄，17．9 mm SL， st．10，2002年12月18日；BSKU 61969，
雌，！2，9 mm SL， st．10，2002年12月18日．
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，9－10；轡鰭鰭条数1，8－9；胸鰭鰭条数18－19；腹鰭鰭
条数1，5；尾鰭分枝同条lft 6 一 7＋5；尾鰭分節鰭条数9＋8；尾鰭上部乾分二四条数8；尾鰭
下部不分枝鰭条数8；縦列鱗tft23 一 25；TR 6－7；TRF 7－9；TRB 7－8；背鰭前方鱗数6；
尾柄部周鱗数12；脊椎骨数10＋16；P－V3／皿nIIO／9；上尾骨数1．
 計測値（％SL）：頭長28．5－31．0；頭高20．1－22．5；吻血6．1－7．0；眼径11．2－14．0；両眼
間隔1．6－1．7；上顎長11．2－13．2；体高（第1背鰭起部）22．3 一 22．5；第！背鰭前長34．1一
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Fig． 2． Trimma okinawae， BSKU 61957， male， 17．9 mm SL
35．7；第2背鰭前長53．6－54．3；腹鰭前長27．9－30．2；轡鰭前長56．4・一・57．4；尾柄長25．6－
26．3；尾柄高！3．4－14．0；第1背鰭基底長20．9－21．2；第2背鰭基底長21．7－24．0；腎鰭基底長
17．1－20．7；胸鰭長25．1－30．2；腹鰭長34．6 一 38．8；尾鰭長24．6－28．7．
 体は後方ほど側扁する．眼は大きく，頭長の39．2－45．0％．鯉孔は広く，鯛膜は眼の中央
下で峡部に癒合する．腹鰭は膜蓋を欠き，癒合膜は基部付近にのみある．腹鰭第4芋台が最長
で，先端は轡早起部を越える．第5軟条は分枝しない．頭部感覚管の開孔はない．体側は櫛鱗
を被り，背鰭前方，胸鰭基部，腹部および腹鰭前方は円鱗を被る．頬部と鯉蓋部に鱗がない．
 生鮮時の体色：頭部と体の地色は薄い暗色で，腹部は薄い明褐色となる．体側に不規則な
榿黄色斑が多数ある．頭部に榿黄色の横帯が3－4本ある．背鰭，轡鰭および尾鰭も体と同様
に薄い暗色で，小榿黄色斑があり，背鰭と尾鰭の縁辺は半透明．胸鰭と腹鰭の鰭膜はほぼ透
明．小型個体（BSKU 61969）では体の斑紋が大きい．
 液浸標本の体色：頭部と体の地色は薄い暗色であるが，腹部は淡い．体側や鰭の斑紋およ
び頭部の横暴も淡色．
分布 土佐湾（本研究），伊豆半島，徳島県，柏島，鹿児島県，琉球列島；台湾，オーストラ
リア北西部，西部一中部太平洋域（Akihito et aL，2002）．
備考 本標本は青柳（1949）のEviota caesiura okinawaeの原記載とAkihito et al．．（2002）のT．
ollinawaeの記載によく一致した．本標本は環礁サンゴ群落内の水深3－5mで採集された．
Eviota albotineata Jewett and Lachner， 1983
         （Fig． 3）
        シロイソハゼ
記載標本1個体，BSKU 61956，雌，16．7 mm SL， st． 10，2002年12月18日．
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，9；轡鰭鰭条数1，8；胸鰭鰭条数18；腹鰭鰭条数1，5；尾
鰭分枝鰭条数6＋5；尾鰭分節鰭条数9＋8；尾鰭上部不分枝鰭条数10；尾鰭下部不分枝鰭条数
8；縦列鱗数24；TR 8；TRF 8；TRB 7；背鰭前方鱗数0；尾柄部周鱗数11；脊椎骨数10÷
16；P－V3／llHIIO／9；上尾骨継1．
 計測値（％SL）：弓長26．9；頭高18．0；吻長5．4；眼径9．6；両眼三三1．2；上顎長11．4；体高
（第1背鰭起部）19．8；第1背鰭前長34．1；第2背鰭前長53．9；腹鰭前長31．1；轡鰭前長61．1；尾
柄長22．2；尾柄高10．8；第1背鰭基底長19．8；第2背鰭基底長22．8；啓鰭基底長16．8；胸鰭長
27．5；腹鰭長28．1；尾鰭長24．6．
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Fig． 3． Eviota albolineata， BSKU 61956， female， 16．7 mni SL．
 体は側扁し，尾柄部はより側扁する．鯉孔はやや狭く，鯉膜は主鯉蓋骨中央下で峡部に癒
合する，腹鰭は膜蓋と癒合膜を欠き，左右の鰭は完全に離れる．腹鰭第5軟条は不分枝で短
い．体側は櫛鱗を，腹部は円鱗を被る．頭部，項部，胸鰭基部および腹鰭前方に鱗がない．
 生鮮時の体色：頭部と体の地色は白色で半透明．眼上後方および眼下後方から頬部にかけ
てと口角部上方に榿色斑および暗色色素胞がある．また，頭部皮下に不規則な斑がある．頭
部背面から尾柄部かけて背側に小機色斑がある．轡鰭第2軟条起部から尾鰭基底までの皮下に
榿色斑が7個ある．体側鱗にはそれぞれ黄色横帯がある．
 液浸標本の体色：頭部と体は淡色で，榿色斑と鱗の黄色はすべて消失する．頭部の暗色色
素胞は残り，体の背側と轡鰭膜に小さい暗色素胞がある．
分布 土佐湾（本研究），伊豆半島，小笠原諸島，柏島，鹿児島県，琉球列島；台湾，イン
ド・太平洋域（瀬能ほか，1997；Akihito et al．，2002）．
備考 標本は夜須町手結（st．10）の水深3mの造礁サンゴ群落で採集され，その特徴はJewett
and Lachner（1983）のE． albolineαtaの原記載とSunobe and Shimada（1989）の記載によく一
致した．
Oxyurichthgs saru Tomiyama， 1936
      （Figs．4， 5）
      サルハゼ
記載標本 1個体．BSKU 53881，雄，110．9 mm SL， st．1，2001年4月12日．
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，12；讐鰭鰭条数1，13；胸鰭鰭条数24；腹鰭鰭条数1，5
Fig． 4． Oxyurichthys saru， BSKU 53881， male， 110．9 mm SL．
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Fig． 5． Schematic view of Oxyurichthys saru， BLIH 1990808． Hatching and
cross hatching represent ctenoid and cycloid scale area， respectively．
尾鰭分枝鰭条数8＋8；尾鰭分節鰭条数9；尾鰭上部不溶枝鰭条数9；尾鰭下部不分枝鰭条数
7；縦列強引65；TR 22－23；TRF 28；TRB 24；背鰭前方鱗数0；尾柄部品台数16；第1鱒弓
外側の鰐世数4＋6；擬鯉の南蛮数5；脊椎骨数10＋16；P－V3／IIIIIIO／9；上尾骨数1．
 計測値（％SL）：勲爵22．6；頭高16．2；前転6．0；眼径5．8；両眼間隔1．7；上顎長10．4；体
高（第1背鰭起部）17．0；体高（当院起部）17．2；項部幅10．2；第1背鰭前長28．0；第2背鰭前
壷46．6；腹鰭艇長24．3；腎鰭前長49．1；尾柄長11．2；尾柄高9．9；第1背鰭基底長18．9；第2背
鰭基底長40．4；轡鰭基底長44．1；第1背鰭長16．1；第2背鰭長18，9；磐鰭長12．8；胸鰭長23．3；
腹鰭長21．5；尾鰭長38．4．
 体は延長し，側扁する．眼の上縁に皮質突起がない．背鰭前方の正中線上に明瞭な皮質隆
起があり，その左側の鱗数は21で，前鯉蓋骨後縁直上に達する．上顎歯は1列で，前方にやや
大きな円錐歯が並ぶ．下顎に円錐歯があり，前方で2列，後方で1列をなす．丸岡ともに払込
歯は口角部に達する．舌の先端は鈍く，口床から離れる．鰐孔はやや狭く，鰹膜は主鯉蓋骨
中央下で峡部に癒合する．前鼻孔は小さく，細長い管状．後鼻孔は大きい．体の被鱗域をFig．
5に示す（BSKU 53881の体側鱗は大部分が脱落しているため，比較標本BLIH 1990808を観
察）．頬部と鯉蓋部に鱗がない．両背鰭は接近し，第1背鰭基底後端と第2背鰭起部は鰭膜で連
続する．第2背鰭と轡鰭の後端鰭条は尾鰭基底に達する．腹鰭は完全な吸盤状．
 生鮮時の体色：体は背側が淡褐色で，腹側が淡白色を帯びる．体側に黄褐色斑が4個あり，
尾鰭基底にも1個ある．この斑紋問と背側に小面色斑が散在する．頭部は榿色を帯びた褐色
で，眼の後下縁に接する黒色斑がある．上唇の上縁と，峡部から噸にかけては暗色．主鯉蓋
骨上に2本目黄色斜走帯がある．腹鰭前方は白色．背鰭，轡鰭および尾鰭に小黄色斑が散在
し，啓鰭中央から縁辺までと尾鰭下縁は暗色を帯びる．胸鰭基部上端に小暗色斑，基底沿い
に黄色横帯がある．腹鰭鰭膜はやや暗色．
 液浸標本の体色：体は淡色で，体側の斑紋は不明瞭になり，小門色斑や黄色横帯はすべて
消失する．眼の後下縁，峡部から顧にかけて，胸鰭基部上端，轡鰭縁辺，尾鰭下縁，腹鰭鰭
膜は薄い暗色を帯びる．
分布 土佐湾（本研究），静岡県沼津市寒寒，和歌山県白浜町；南シナ海（Randall and Lim，
2000 ； Akihito et al．， 2002）．
備考 本標本は，入野漁港（st．1）の漁獲物中より採集され，その特徴は比較標本BLIH
1990808とほぼ一致した．本種はTomiyama（1936）の原記載以降，標本に基づく詳細な報告
がない．本概究により，本種の被鱗域，生鮮時の体色および多くの計測形質が明らかとなっ
た．本標本の上尾骨は1個，比較標本では2個である．本標本の右頬部2本の縦列孔器列間の
横列孔器は3列であるが，比較標本では2列である．しかし，左頬部の孔器配列や他の計数計
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測値に差異がないため，個体変異とみなした．
比較標本 6個体．BLIH 1990808，雄3個体，雌3個体，63 4 一一 71 6 mm SL，和歌山県白浜町
京都大学臨海実験所付近海岸，打ち上げ標本，1990年2月2日．
Oxyurichthys sp．
 （Figs 6， 7）
サルハゼ属の1種
記載標本 4個体．BSKU 44822，雄，531mm SL，44824，雌，53 6 mm SL，33。24 21iN，
133034 09FE 一 33。23 88iN，133032 92iE，水深62－63 m，豊旗丸，1988年6月9日；BSKU
56603，雄，670mm SL， st 6，2001年11月19日；BSKU 60899，雌，599mm SL， st 6，2002
年11月11日．
記載 計数値．背鰭鰭条数VI－1，12；腎鰭鰭条数1，13；胸鰭鰭条数25；腹鰭鰭条数1，5；
尾鰭分枝鰭条数8＋8；尾鰭分節鰭条数9－10＋9－10；尾鰭上部不分枝嗜条数7－9；尾鰭下
部不分枝鰭条数7；縦列鱗数46－47；TR 12－13；TRF 13－14；TRB 12・一 13；背鰭前方鱗数
11－13；尾柄部周鱗数15－17；第1鯉弓外側の鯉杷数1＋5；擬鯛の河鱒数5；脊椎骨数10＋
16；P－V3／IIIII［10／9；上尾想望2．
 計測値（％SL） 頭型212－232；頭高13・9一 14・7；馬長50－56；眼径60－68；両眼間
隔11－13；上顎長101－113；体高（第1背鰭起部）14．3・一 15・2；体高（同時起部）149－
160；項部幅99－109；第1背鰭前長261－287；第2背鰭前長454－466；腹鰭前町217－
227；啓同前長47．8－499；尾柄長107－113；尾柄高9．1－95；第1背鰭基底長170－186；
第2背鰭基底長409－428；啓鰭基底長422－449；第1背鰭長38．4－403（雄），170－174
（雌）；第2背llk ff 18 1 一 21 2；轡年長110－132：胸鰭長217－231；腹鰭長19・6－206；尾
鰭長394－488．
Fig． 6． Oxyurzchthys sp ， top－BSKU 56603， male， 67 O mm SL， bottom－BSKU 60899，
female， 59 9 mm SL
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 体は延長し，側扁する．眼の上縁に皮質突起がな
い．背鰭前方に明瞭な皮質隆起がなく，鱗を被り，
前無蓋骨後縁直上に達する．上顎に1列をなす円錐
歯があり，前方の歯はやや大きい．下顎に円錐歯が
あり，前方で2列，後方で1列に並ぶ．外列歯は口角
部に達する．舌の先端は鈍く，口添から離れる．鯉
孔はやや狭く，鯉膜は主鰐蓋骨中央下で峡部に癒合
する．前鼻孔は小さく，細長い管状．後鼻孔は大き
い．頭部感覚器官をFig．7に示す．体の前半部と腹
部は円鱗，尾柄部周辺は櫛鱗を被る．しかし，本標
本では体側鱗の大部分が脱落しているため，円鱗と
櫛鱗域の境界は不明．腹鰭前方は前鯉蓋骨無縁下ま
で円鱗を被る。頬部，鯉蓋部および胸鰭基部は無
鱗．両背鰭は接近する．雄の第1背鰭は伸長し，第
5棘が最長．腹鰭は完全な吸盤状．尾鰭後端は糸状
に伸長する．
 生鮮時の体色：体は淡白色で，背側はやや褐色を
帯びる．体側に不明瞭な褐色斑が4個あり，尾鰭基
底にも1個ある．この斑紋間と背側に小輪色斑が散
在する．頭部は三色を帯びた褐色で，眼の後下縁に
接する小黒色斑がある。主疵物骨上方は榿黄色を帯
びる．背鰭，轡鰭および尾鰭に小義色斑が散在し，
轡鰭中央から縁辺までと尾鰭下縁は薄い暗色を帯び
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Fig． 7． Cephalic sensory canal pores and
papillae of Oxyurichthys sp．， BSKU 56603．
Dots and oPen circles represent sensory
papillae and sensory canal pores， respec－
tively． Arrows indicate the position where
gill membrane attaches isthmus．
る。雄の背鰭伸長鰭条先端は黄色．胸鰭基部は榿黄色で，中央に淡白色縦帯があり，上端に
不明瞭な小暗色斑がある．胸鰭年賦と腹鰭癒合膜の周辺は薄い暗色を帯びる．
 自認標本の体色：体は淡色で、体側の斑紋は不明瞭になる．小黄色斑や榿黄色はすべて消
失する．眼の後下縁および胸鰭基部上端の斑紋，鰭の暗色部は不明瞭．
分布 土佐湾（本研究）．
備考 本標本は，須崎漁港（st 1）の漁獲物中および「豊旗丸」の調査により採集された．
Hoese（1986）に従えば，忙種は頭部の感覚管の開孔位置と孔器の配列，上顎歯が1列である
こと，舌の先端が鈍く，先端のみ口床から離れることおよび計数値からサルハゼ属Oxyurichtlays
Bleeker，1860の標徴にほぼ一致する．本種は眼の上縁に皮質突起がないこと，感覚管の開孔
位置や孔器の配列および体色がサルハゼ0．saruに酷似する．しかし，本種は背鰭前方が鱗を
被り，明瞭な皮質隆起がないこと，縦列鱗i数および横列鱗数が少ないこと（本種46－47と
12－13vs．サルハゼBSKU 5388165と22－23），鯉紀数が少ないこと（1＋5vs．4＋6），雄の第
1背鰭が伸長すること，胸鰭基部が榿黄色で中央に淡白色縦帯があることでサルハゼと異なり，
本属の！種とした．本標本のBSKU 56603および60899は井手ほか（2003）で報告されている．
今後，追加標本による精査が必要である．
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Fig． 8． Hetereleotris Poecila， top－BSKU 59606， male， 25．3 mm SL； bottom－BSKU
59319， female， 18．5 mm SL．
Hetereteotris poecila （Fowler， 1946）
       （Fig． 8）
     シロズキンハゼ
記載標本 3個体．BSKU 59319，雌18．5mm SL， st，11，2002年7月23日；BSK：U 59606，雄，
25．3mm SL， st．4，2002年8月24日；BSKU 59648，雌，22．7 mm SL， st．4，2002年8月24日．
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，10；轡鰭鰭条数1，9；胸鰭鰭条数16－17；腹鰭鰭条数1，
5；尾鰭分枝鰭条数8＋7；尾鰭分節鰭条数9＋8；尾鰭上部不分枝鰭条数6－7；尾鰭下部不分
枝鰭条数6；縦列鱗数31－35；TR 17－18；TRF 20－21；TRB 16－17；背鰭前方鱗数0；尾
柄部周鱗数24 一 26；脊椎骨数10＋17；P－V3／EllIIO／9；上尾骨数1．
 計測値（％SL）：頭長29．6－30．4；頭高15．0－17．2；吻長6．6－7．1；眼径7．5－8．6；両眼間
隔2．2－2．4；上顎長11．4－11．9；体高（第1背鰭起部）18．9－19．8；第1背鰭前長37．5－40，5；
第2背鰭前長59．3・一・61．6；腹鰭前長28，1－30．3；啓鰭前長593－62．2；尾柄長20．0－20．6；尾柄
高12．8－14．6；第1背鰭基底長19．4－20．7；第2背鰭基底長26．0－28．5；啓鰭基底長19．8－
21．3；胸鰭長20．5一・21．7；腹鰭長19．4－21．6；尾鰭長24．5－25．9．
 頭部は縦蒸し，体の後方は側扁する．鯉孔は狭く，鯉膜は胸鰭基部下端に達する．胸鰭上
部の2本の遊離軟条は2分枝する．腹鰭は膜蓋と癒合膜を欠き，左右の鰭は完全に離れる．腹
鰭第5軟条は分枝せず，第2軟条より短い．第1背鰭起部，胸鰭および腹鰭の基部より前方に
鱗がなく，その後方は円鱗を被る．
 生鮮時の体色：頭部と体は薄い褐色で，頭部背面は白色．胸鰭基部から後方の上半部に暗
色横帯が約7本あり，尾鰭基底にも暗色横帯がある．背鰭，尾鰭，胸鰭に暗色点列があり，両
背鰭基底沿いではやや大きい．これらの暗色横帯や暗色点は，雄では不明瞭．胸鰭基部上端
に暗色斑がある．
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 液浸標本の体色：頭部と体は淡褐色となり，頭部背面の白色部位は不明瞭．体と鰭の斑紋
は明瞭に残る．
分布 土佐湾（本研究），長崎県橘湾から宮古島，小笠原諸島；台湾，コモU諸島，スリラン
カ（Shinohara et al．，1998；Akihito et al．，2002）．
備考 本研究で得られた標本は，Fowler（1946）のRiuhiuia Poecilaの原記載と明仁・目黒
（1981）のH． poecilaの記載によく一致した．本標本は室戸市（st．11）と佐賀町熊ノ浦（st．4）
のタイドプールで採集された．本報告は本種の分布の北限記録となる．
Bathygobiess hongkongensis Lam， 1986
        （Fig． 9）
     クロホシヤハズハゼ
記載標本 4個体．BSKU 59084，雄，55．8 mm SL， st．8，2002年6月25日；BSKU 59649，雌，
40．1mm SL， st．5，2001年7月20日；BSKU 59650，雄，43．7 mm SL， st．9，2001年11月25
日；BSKU 60995，雄，63．4 mm SL， st．8，2002年6月25日．
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，9；轡鰭鰭条数1，8；胸鰭鰭条lft 20 一 22；腹鰭鰭条数1，
5；尾鰭分枝鰭条数7－8＋7；尾鰭分節鰭条数9＋8；尾鰭上部不分枝鰭条数8－9；尾鰭下部
不分枝鰭条数8；縦列画数36－39；TR 13－17；TRF 15－21；TRB 13・一・16；背鰭前方恒数
！5－19；尾柄部功田数16－17；脊椎骨数10＋17；P－V3／亘IIIIO／9；上尾骨数1．
 計測値（％SL）：細長28．5 一 30．5；頭高18．1－21．1；吻長6．2－7．0；眼径6．8－7．5；両眼問
隔1．1－1．4；上顎長13．2－15．6；体高（第1背鰭起部）21．3－23．2；第1背鰭前壁352－36．4；
第2背鰭前長55．9－57．0；腹鰭前脚29．0－32．9；轡鰭前軍57．7－613；尾柄長23．2－24．0；尾柄
高12．2－14．4；第1背鰭基底長18．5－21．5；第2背鰭基底長24．7－27，0；逸玉基底長17．5－
19．6；胸鰭長21．0－25．2；腹鰭長17．9－21．1；尾鰭長23．8 一 25．6．
 前鼻孔の頂部に皮弁があり，下方には膨出部がある．顧の野外後側端は突出しない．胸鰭
上部の遊離別条は5本で，最上町条は3分観する．腹鰭は完全な吸盤状で幅が広く，膜壁中央
部は突出しない．頭部感覚管開孔の前眼肩甲管H’と後眼肩甲管K’は1開孔HKとなる．第1背
鰭起部と胸鰭基部上端とを結ぶ線より前方は円鱗，後方は櫛鱗を被る．腹部は円鱗を被り，
腹鰭前方鱗数は5－8で主鯉蓋骨中央下に達する．頬部と鯉蓋部に鱗がない．
 生鮮時の体色：体と頭部は一様に暗褐色で，腹側は褐色．体側に不明瞭な約8個の暗色斑と
背側に不明瞭な5－6個の鞍状斑がある．第2背鰭と尾鰭に黒色点が散在するが，個体（BSKU
・蕪
麟雛
Fig． 9． Bathygobius hongkongensis， BSKU 59084， male， 55．8 mm SL
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59650）によっては不明瞭．胸鰭起部上端に黒色斑がある．
 液浸標本の体色：頭部と体は薄い褐色となり，腹側は淡色．第2背鰭と尾鰭の黒色点は明瞭
に残る．
分布 土佐湾（本研究），静岡県，淡路島，宮崎県，種子島，屋久島，奄美大島；台湾，香港，
タイ （Akihito et al．，2002）．
備考 本標本の特徴はLam（1986）のB． hongkongensisの原記載と一致した．本標本は横浪半
島の井ノ尻（st．8）では手網により，中土佐町久礼新港（st，5）と春野町（st．・9）では釣りによ
り，それぞれ採集された．
Bathygobius tacidi （Fowler， 1931）
      （Fig． 10）
     ヤミクモハゼ
記載標本 2個体．BSKU 59651，雌，36．O mm SL， st．7，2001年5月24日；BSKU 61311，雄，
30．1mm SL， st．7，2001年5月24日．
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，9；腎脂鰭条数1，8；胸鰭鰭条数20－22；腹鰭鰭条数1，
5；尾鰭分枝鰭条数7－8＋7；尾鰭分節鰭条数9＋8；尾鰭上部不分枝等割lft 7 一 8；尾鰭下部
不分枝鰭条数7；縦列鱗数32－33；TR 11－12；TRF 13－14；TRB 11 一 12；背鰭前方鱗数
11－12；尾柄部周回数15－！6；脊椎骨数10＋17；P－V3／HllIIO／9；上尾骨数1．
 計測値（％SL）：細長30．3－30．9；頭高18．6－20．3；吻長5．8－6．6；眼径8．1－8．6；両眼間
隔1．7・一 1．9；上顎長14．2 一 14．6；体高（第1背鰭起部）18．9－20．3；第1背鰭前長36．5一・37．2；
第2背鰭前長56．5－56．9；腹鰭前長30．8－34．9；轡鰭前馬60．0－61．1；尾柄長21．4一・22．9；尾柄
高11．9－13．3；第1背鰭基底長18．6－19．4；第2背鰭基底長25．0－25．2；轡鰭基底長17．5－
18．9；胸鰭長24．7－26．6；腹鰭長22．2－24．6；尾鰭長20．8－25．2．
 前鼻孔の頂部に皮引があり，下方には膨出部がある．噸の皮蓋後側端はやや突出する．胸
鰭最上部の遊離軟条は5本で，すべて2分枝する．腹鰭は完全な吸盤状で，膜蓋中央部は突出
しない．頭部感覚管開孔の前眼肩甲管H’と後眼肩甲管K’は1開孔HKとなる，第1背鰭起部と
胸鰭基部上端とを結ぶ線より前方は円鱗，後方は櫛鱗を被る．腹部は円鱗を被る．頬部，鯉
蓋部および腹鰭前方は鱗がない．
 液浸標本の体色：体は一様に褐色で，腹部はやや淡い．眼下から頬部へ走る暗褐色の斜帯
が2本ある．第2背鰭と尾鰭に縞模様がある．鯉孔上端と，胸鰭基底上端および中央よりやや
Fig． 10． Bathygobius laddi， BSKU 61311， male， 30．1 rnm SL，
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下方部に暗色斑がある．
分布 土佐湾（本研究），伊豆半島，沖縄島；インド・西部太平洋域（林ほか，1992；鈴木ほ
カ・， 1996；Akihito et ai。， 2002）．
備考 本標本は土佐湾中央部に位置する横浪半島先端の白ノ鼻（st．7）のタイドプールで手網
により採集された．本標本の特徴は，Fowler（1931）のRhinogobius laddiの原記載と林ほか
（1992）のB． laddi a）記載によく一致した．
Cryptocentrus shigensis Kuroda， 1956
       （Fig． 11）
       シゲハゼ
記載標本 7個体．BSKU 51649，雄，90．7 mm SL， st。1，2000年8月4日；BSKU 55582，雄，
76．2 mm SL， st．3，2001年8月23日；BSKU 57610，雌，63．4 mm SL， st．2，2002年3月4日；
BSKU 67611，雌，66．1 mm SL，33。25．60，N，133。34．OOiE 一 33025．60iN，133034．40tE，水深50
m，こたか丸，2001年1月12日；BSKU 60526，雄，88．1 mm SL， st．6，2002年10月17日；
BSKU 60698，雄，77．1mm SL， st．6，2002年10月28日；BSKU 60853，雄，80．7mm SL， st．6，
2002年11月7日，
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，10；轡鰭鰭条数1，8－9；胸鰭鰭条数！5－18；腹鰭鰭条数
1，5；尾鰭分枝鰭条数7－8＋6－7；尾鰭分節鰭条数9＋8；尾鰭上部不分枝鰭条lft 7 一 8；尾
鰭下部不分枝鰭条数6－7；縦列鱗数66－71；TR 21－24；TRF 23－27；TRB 20－24；背鰭
前方回数25－26；尾柄部周鱗数20－21；第1鯉弓外側の鯉紀数4－5＋11－14；擬鯛の腰弁数
10－12；脊椎骨数10＋16；P－V3／HllIIO／9；上尾骨数1．
 計測値（％SL）：頭長24．3－27．6；頭高14．0－15．3；吻長4．2－52；眼径5．3－7．1；両眼間
隔0，8－1．1；上顎長13．4・一・14．2（BSKU 60698は9．1）；脚高（第1背鰭起部）13．3－16．9；体量
（轡早起部）12．7一・14．7；項部幅8。6－9．7；第1背鰭前長30．4・一・33．1；第2背鰭前里51．8一・53．7；
腹鰭前門26。9－29．4；轡鰭前長55．1－57．9；尾柄長19．4－21．7；尾柄高8．5－9．5；第1背鰭基底
長19．1－20．9；第2背鰭基底長28．9－32．9；門札基底長22．9－25．0；第1背鰭長26．3－31．5；第
2背鰭長18．2－22．0；轡鰭長21．6－23．5；胸鰭長19．2－22．4；腹鰭長18．7－22．0；尾鰭長44．2－
48．9 （BSKU 60526は57．7）．
 体は延長し，側扁する，頭部はやや円筒形で，頬部は広い．両眼間隔は狭い．上顎歯は前
方で4列，後方で2列．上顎の最外四阿と最内列歯は大きな犬歯状で，中間に小円錐歯が2列
Fig． 11． CayPtocentrus shigensis， BSKU 55582， male， 76．2 mm SL．
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に並ぶ．最外列歯と第2列歯は口角部に達する．最一列歯は前方部のみに位置し，やや後傾す
る．下顎歯は前方で4列，その後方で3列，口角部で1列となる．下顎の最外列歯は大きな犬歯
状．最内列歯は最外瞬断より大きく，中間の2列は小さい．最外列藩は下顎の前半部まで並
ぶ．舌の先端は鈍く，丸い．封孔は広く，鯉膜は前押蓋骨下で峡部に癒合する．体側は小円
鱗を被り，後方ほど大きく，密に分布する．背鰭前方，胸鰭基部，腹部および腹鰭前方も小
円鱗を被る．頬部と鯛蓋部に鱗がない．雄の生殖器はやや扁平な円錐形，雌では丸く膨らむ．
第1背鰭鰭条はやや伸長し，第2背鰭と轡鰭の鰭条は後方ほど長い．腹鰭は完全な吸盤状で，
先端は肛門に達しない．尾鰭は槍先状で，後端は糸状に伸びる．
 生鮮時の体色：頭部と体は薄褐色で，腹側は白色．体側に褐色鞍状斑が4個ある．この斑紋
の背面部はやや虫食い状となる，斑紋間に小褐色斑がある．第2背鰭には薄暗色縦線が走り，
轡鰭の基底近くは半透明，それより縁辺にかけては薄暗色を帯びる．尾鰭下縁は薄暗色．第2
背鰭縁辺と尾鰭上縁はわずかに黄色を帯びる．
 一封標本の体色：頭部と体は淡色で、体側の斑紋は不明瞭。第2背鰭，轡鰭および尾鰭下縁
の薄暗色は残る．
分布 土佐湾（本研究），千葉県，東京湾，静岡県；パラオ（益田・小林，1994；Myers，
1999 ； Akihito et al．， 2002）．
備考 本研究で得られた7個体の標本の特徴は，完模式標本（NSMT－P 45884）とほぼ一致し
た．本標本は入野漁港（st．1），上川ロ漁港（st，2），佐賀漁港（st．3）および須崎漁港（st． 6）
の漁獲物中と，「こたか丸」により土佐湾中央部の水深50mから採集された．同種はKuroda
（1956）の原記載以降，標本に基づく詳細な報告がない．また，Akihito et al．（2002）は分布
域に高知県を含めたが，BLIH 1987708と19891252（それぞれ旧BSKU 44350：33。24．20’N，
133034．39’E－33。23．70’N，133。34．00’E，水深61－65m，豊旗丸，1987年12月7日；BSKU
45617：33。25．84’N，133。33．27’E－33。25．36’N，133。31．95’E，水深45－45．5m，豊旗丸，
1989年4月13日）の産地を明記していないため，本報告で土佐湾初記録種とした．Akihitσet
al．（2002）はBLIH 1987708の左側と19891252およびYCM－P 33460の両側の前鯛蓋管にはM’，
N，0’の3開孔があり，これを個体変異とみなした．本研究で得られた標本はすべて完模式標
本と同様にM’，0’の2開孔であった．
比較標本 1個体．NSMT－P 45884，雄，79．O mm SL，静岡県沼津市志下，打ち上げ標本，
！956年8月25日，完模式標本．
 Myersina sp．
 （Figs． 12， 13）
ハゴロモ耳蝉属の1種
記載標本 1個体．BSKU 60653，雌，33．5 mm SL，土佐湾中央部水深40 m，2000年6月13日．
記載 計数値：背鰭鰭条数VI－1，11；轡鰭鰭条数1，12；胸鰭鰭条数17－18；腹鰭鰭条数1，
5；尾鰭分枝鰭条数7＋6；尾鰭分節鰭条数9＋8；尾鰭上部不分枝鰭条数8；尾鰭下部不分枝
鰭条数9；縦列鱗lft 88 一 89；TR 28；TRF 31－32；TRB 24・一・25；背鰭前方計数0；尾柄部周
鱗数33；第1鯉弓外側の鰐紀数6＋16；擬鰻の鮒弁数9；鯉条骨数5；脊椎骨数10＋16；P－V
3／IIHIIO／9；上尾骨数1．
 計測値（％SL）：頭長28．1；頭高18．8；吻長5．1；眼径9．3；両眼間隔2．1；上顎長14．3；体
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Fig． 12． Myersina sp．， BSKU 60653， female， 33，5 mm SL．
高（第1背鰭起部）19．4；体高（轡鰭起部）
15．5；項部幅10．4；第1背鰭前長34．9；第2月置
前長54．9；腹鰭前長36．1；磐鰭前角62．7；尾柄
長15．2；尾柄高9．6；第1背鰭基底長21．2；第2背
鰭基底長31．6；轡鰭基底長29．3；第1背鰭長
15．2；第2背鰭長19．7；轡鰭長19．7；胸鰭長
21．8；腹鰭長25．1；尾鰭長31．0．
 体は側扁し，やや延長する．眼は大きく，頭
長の33．0％．前鼻孔は管状．後鼻孔は大きい．
左右の鯉膜は顔面中央で癒合し，その前方で峡
部に接着する．第1週弓外側上枝の鰐紀は太く，
下枝では網長い．両顎に円錐歯がある．上顎歯
は前方で2列，後方で1列となる．前方の歯はや
や大きく，後方は中程度の大きさとなる．下顎
歯は後部上顎歯と同程度の大きさで，前方で2
列，後方で1列となる．鋤骨歯はない．舌の先端
は鈍く，口慣から離れる．頭部感覚器官をFig．
13に示す．前眼肩甲管に開孔B’，D（単一）， E，
F，G， H’，前鯉蓋管に開孔M’，0’があり，後眼
肩甲管にはない．眼窩縁辺から頬部にかけて数
本の横列蒸器列があり，頬部に2本の縦列濃霧列
驚ξ男雛一
歪議郭
蓮≠2／
〃5ノマノ
4マゴ、一t’””一一一
Fig． 13． Cephalic sensory canal pores and
papillae ofMyersina sp．， BSKU 60653． Dots
and oPen circles represent sensory papillae
and sensory canal pores， respectively．
Arrows indicate the position where gill
membrane attaches anteriorly isthmus．
がある．体側中央に尾鰭基底まで19本の横列論難列があり，腹部に3本ある．尾鰭分枝鰭条の
上から4と5，7と8，9と10の間の鰭膜に3本の約8個からなる縦列搬器列があり，その前方に
それぞれ3個，3個，7個からなる3本の横列孔器列がある．両背鰭は接近し，腹鰭は完全な吸
盤状となる．体は円鱗を被り，後方ほど大きい．頭部，背鰭前方，胸鰭基部および腹鰭前方
に鱗がない．
 液浸標本の体色：頭部と体の地色は淡色で，小暗色色素胞が散在する．口角部上方に明瞭
な暗色斑がある．背鰭および管下縁辺に，幅が鰭の高さの1／2程度の不明瞭な暗色縦帯があ
る．腹鰭の癒合膜と尾鰭縁辺はわずかに暗色を帯びる．
分布 土佐湾（本研究）．
備考 本標本は，左右の鯉膜が峡部を越えて癒合すること，体は円鱗を被り，頭部，’背鰭前
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方，胸鰭起部および腹鰭前方に鱗がないこと，鋤骨歯がないことからWinterbottom（2002）
のMyersina（ハゴロモハゼ属）の一等にほぼ一致する．また，頭部感覚管の開孔位置と孔器
の配列は，明仁親王・目黒（1978）のハゴロモハゼM．〃macrostomaに酷似する．しかし，轡鰭
鰭条数や縦列無数などの計数値および口角部上方に明瞭な1暗色斑があることで，Myersina
（sensu Winterbottom，2002）の既知種と異なる．本種は瀬能ほか（1997）②ハゼ科の1種（魚
類写真資料データベースKPM－NR 21815），瀬能ほか（1998）のハゼ科の1種（KPM－NR 1956，
14726，14732，14738，14743）および鈴木・瀬能（2002）のハゼ科の1種4（Gobiidae gen．＆
sp．5）と同種と思われる．今後，本種のさらなる標本の採集と既知種との比較が必要である．
なお，従来の本種の記録は上記のような水中写真のみであり，本報告が標本に基づく初記録
である。
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